
【１２】

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」

総
会
に
出
席
し
、
一
年
ぶ
り
に

懐
か
し
い
方
々
と
お
会
い
し
心

安
ら
ぐ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
印
象
に

残
っ
た
会
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

毎
年
出
席
さ
れ
て
い
る
方
で

し
た
が
、
親
御
さ
ん
が
亡
く
な

ら
れ
て
四
十
九
日
も
済
ん
で
い

な
い
の
で
今
回
は
欠
席
す
る
つ

も
り
で
い
た
。
で
も
兄
妹
で
話

し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
出
席

し
て
古
里
山
田
の
空
気
を
一
緒

に
吸
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
供
養

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
直
し
二
人
で
出
席
し
た
と
い

う
の
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
親

御
さ
ん
も
最
後
ま
で
古
里
へ
の

思
い
を
語
っ
て
い
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
元
教
育
長
の
山
崎
良

三
郎
さ
ん
ご
夫
妻
も
見
え
ら
れ

ま
し
た
。
九
十
三
歳
と
の
こ
と

で
す
が
、
今
は
首
都
圏
で
娘
さ

ん
と
一
緒
に
お
住
ま
い
で
す
。

何
と
し
て
も
出
席
し
た
く
て
車

に
乗
せ
ら
れ
て
き
た
と
、
皆
さ

ん
と
の
再
会
を
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
来
年
の
再
会

を
皆
さ
ん
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

明
治
二
十
九

年
六
月
十
五
日

（
旧
五
月
五
日
）

午
後
八
時
三
十

分
頃
大
津
波
が

襲
来
。
浜
沿
い

の
家
屋
は
流
さ

れ
そ
の
影
も
な

く
、
道
路
は
倒

壊
家
屋
、
壊
材

が
重
な
り
小
山

を
な
し
通
行
不

能
。
暗
闇
の
中
、

署
員
は
分
署
に

集
合
。
分
署
舎

は
倒
壊
、
役
場

内
に
臨
時
事
務

所
を
置
く
。

当
時
、
宮
古

警
察
署
山
田
町

分
署
（
明
治
九

年
新
設
）署
員
は
九
名
、
分
署
に
署
長

警
部
神か

み

貞さ
だ

庸の
ぶ

、
巡
査
部
長
心
得
浅
利

め
署
員
を
大
沢
、
織
笠
、
船

越
に
派
遣
。
報
告
電
文
発
信

の
た
め
小
川
巡
査
を
遠
野
町

に
派
遣
。
船
越
駐
在
所
渡
辺

巡
査
は
負
傷
し
な
が
ら
も
人

命
救
助
と
遺
体
の
収
容
、
被

害
状
況
の
把
握
に
努
め
、
豊

間
根
駐
在
の
石
母
田
巡
査
は

命
に
よ
り
豊
間
根
か
ら
三
十

名
の
救
援
隊
を
引
率
、
救
助

活
動
、
遺
体
の
収
容
、
壊
材

の
撤
去
活
動
に
当
た
っ
た
。

活
動
は
全
域
で
夜
を
徹
し
て

し
非
違
を
誡い

ま
し

め
つ
つ
あ
り
し
…
義
侠

心
に
強
き
に
あ
ら
ず
ん
ば
焉い

ず
く
ん

ぞ
此
の

如
き
を
得
む
』
と
讃
え
て
い
る
。

神
貞
庸
は
盛
岡
生
ま
れ
の
三
十
五

歳
、
沈
着
勇
敢
な
人
。
後
年
盛
岡
刑

務
所
長
に
就
任
。

「
海か

い

嘯し
ょ
う

被
害
明
細
図
」
は
、
津
波

襲
来
の
様
子
や
被
害
状
況
な
ど
を
克

明
に
記
し
た
貴
重
な
文
献
。
記
録
者

浅
利
和
三
郎
は
秋
田
県
横
手
町
生
ま

れ
の
二
十
九
歳
。
三
十
年
に
盛
岡
警

察
署
議
場
掛
専
務
を
務
め
、
大
正
七

年
横
手
町
長
に
就
任
し
た
。

は
実
に
職
責
を
全
ふ
せ

し
者
と
い
ふ
可べ

し
』
。

『
…
神
警
部
は
頗す

こ
ぶ

る
温

厚
篤と

く

実じ
つ

の
人
な
る
が
被

災
後
は
、
非
常
な
る
尽

力
を
以
て
窮
民
を
救
助

行
わ
れ
た
。

十
六
日
以
降
も
駆
け
つ
け
た
応
援

隊
の
力
を
得
、
署
長
、
巡
査
の
敏
速

適
切
な
指
示
に
よ
り
連
日
、
救
助
、

撤
去
活
動
が
懸
命
に
行
わ
れ
た
。

後
日
、
臨
時
発
刊
さ
れ
た
「
風
俗

画
報
」
に
『
…
分
署
長
神
貞
庸
氏
は

夜
も
睡
眠
せ
ず
能よ

く
部
下
を
指
揮
し

て
被
害
地
の
取
片
付
に
従
事
し
、
死し

屍か
ば
ね

は
大
抵
火
葬
せ
し
め
、
遺
族
又
親

戚
の
懇
請
す
る
分
の
み
土
葬
せ
し
め
、

以
て
流
行
病
の
萌ほ

う

芽が

を
防
ぎ
た
り
、

斯か
か

る
急
変
の
際
に
於
い
て
氏
の
如
き

献
身
救
助
活
動
に
尽
力
し
た

山
田
町
警
察
分
署
九
警
察
官

和
三
郎
、
巡
査
小
山
玉
夫
の
三

名
内
勤
、
香
川
園
輔
、
小
川
退

蔵
、
及
川
征
一
、
一
条
馬
次
郎

の
四
名
は
外
勤
巡
査
、
豊
間
根

駐
在
所
に
石
母
田
清
松
巡
査
、

船
越
駐
在
所
に
渡
辺
浩
巡
査
が

配
属
さ
れ
て
い
た
。

分
署
長
の
指
揮
の
も
と
全
署

員
が
懸
命
に
活
動
。
真
っ
暗
闇
、

高
所
高
所
に
火
を
焚
き
、
避
難

場
所
の
目
印
と
し
、
暖
を
と
る

場
所
、
炊
き
出
し
の
場
所
と
し
、
早

速
人
命
救
助
と
被
災
状
況
把
握
の
た
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
六
八

）
で
す
。

や

ま

だ

の

津波襲来の様子や被害状況などが克明に記されてい
る「海嘯記事」と「海嘯被害明細図」（町立図書館所蔵）


